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神島の昆虫（主として中西元男氏採集）

神島の昆虫については， 過去に丹信実(1960) 目 録

浅 岡 孝 知

が86種， 大平仁夫(1972), 同（1973)にまとめ 生 ＿西元男氏が採集された昆虫I（デ ー タ2-x-

られている。筆者は三河の野性動物(1991)で最 1994) 

近の様子を報告している。 ここでは， 三重昆虫談 オサム 、ン科 Carabidae

話会の中西元男氏が採集された昆虫類とその後筆 1. クロゴモクム 、ン 1 ex.

者が訪ねた時の追加種について報告する。 まだー H出フaJusnj1Kat血us Schauberger, 1929

部の試料は未同定である。こころよくご恵与され 工 ‘ノマム 、ン科 Histeridae

た同氏に対しお礼を申し上げる。 2. エ
‘ノマム 、ン 1 ex.

MerohJSterjeke11
・ (Marseul, 1857) 
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Parena peiforata (Bates, 1873) 

カミキリムシ科 Cerambycidae

2. ョ ッスジトラカミキリ lex.

Lept厄oc.加-aceofasciata oc.加aceofasciata

Motschulsky, 1861

セミ科 Cicadidae

3. クマゼミ 1 d'

C乃吋otympanafacl"alJs (Walker, 1858)

4. ミソミ ‘ノゼミ 1 d'1 �

Oncotympana maculaticollis (Motschulsky,

1866)

過去には見いだされていなかった。

アオバハゴロモ科 Flatidae

5. アオバハゴロモ lex.

GeJ幼a dJs血ctJss1ma (Walker, 1858)

ハゴロモ科 Ricaniidae

6. ペ ッコウハゴロモ lex. 

Oros心-a japonicus (Melichar, 1898) 

オオホシカメム ヽン科 Largidae

7. ヒメホシカメム ヽン lex.

Physopelta cincticoll1s Stal, 1863

神島の半翅類は， 新たに5 科 9 種が加えられ，

これで13 科24種となる。今後も継続的に調査をし

ていきたいと思う。 また， 三重県 の他の島の昆虫

についても中西元男氏より資料のご恵与をいただ

いているので， 順次報告していきたいと思う。

筆者の知る限りでは， これまでに下記のような

文献が見 られるが， 半翅類を除いて， ここでは引

用し目録 としてまとめていない。 まだ渡島毎に出

現種が増えているので， これから構成種が漸次明

らかになってくるものと思われる。 したがって，

これからまとめるに当たっては下記の文献を参考

にされたい。

参考文献

丹信実ほか(1960)日本列島周辺の小島嶼の生物学

的研究 第2 報 1-126 （平安学園教育研究会）．

大乎仁夫(1972)三重県神島のコメッキムシ 佳

香蝶24(91) : 36（名古屋昆虫同好会） ．

大平仁夫(1973)神島の昆虫類伊良湖 No3 

18-19 （ 伊良湖自然科 学博物館）．

大平仁夫(1991)三重県神島のコメッキムシ2 種

の記録三河の昆虫(38) : 328（三河昆虫研究会）．

浅岡孝知 (1991)神島の昆虫三河の野性動物( 1 ):

16-19（三河野性動物研究会）．．

「セミの抜け殻調査」報告

はじめに

199如夏は長雨が続き， 日照不足で冷夏となっ

た。翌年の夏は， 前年とは反対に水不足で高温の

日が続き， マ スコミは「異常気象」と報じるほど

であった。 この2 年間は， 異変とも思える気象状

況のせいか， セミの発生数は少なく， その嗚き声

も例年になく少なかった。

1995年の夏は前年や前々年のような「異常」は

なく， ごくふつうの夏で， セミの鳴き声は各所で

聞こえた。 当時小学校6 年生だった娘の夏休みの

研究につきあった「セミの抜け殻調査」の結果報

宮 原 英 明

告をする。

調査内容

① セミが脱皮し成虫になるとき， どのような

樹木をよく利用するか， 樹木の種類ごとにそ

の周りにあるセミの穴をおカウ ‘ノトする。

② セミが脱皮し成虫になるとき， どのような

樹木をよく利用するか， 樹木の種類ごとに付

いたセミの抜け殻をカウソトする。

③ 1 日に成虫になるセミの個体数を知るため

に抜け殻をカウソトする。
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\
1日目 2日目 3 日目 4日目 5日目 6日目

8/12土 8/13日 8/14月 8/15火 8/16水 8/20日
合 計

アプラゼミ 3 8 1 2 4 9 1 8 7 1 8 7 3 3 2 9 4 0 

クマゼ ミ 4 3 2 8 1 7 1 3 8 1 6 1 2 5 

合 計 4 2 4 2 7 7 2 0 4 3 1 8 1 4 8 1 0 6 5 

おわりに

表2 セミの種類別抜け殻数の推移

参考文献

短期間に一つの場所での調査であったので， 結

論を出すのは差し控えたい。しかし， 全県的にこ

のような調査を行えば， 樹木とセミの穴や抜け殻

の相関関係がとらえられ， セミが脱皮を「好む」

樹木が分かると思う。今後， 会員諸氏で長期的に

このような調査をしてみては如何であろうか。

脱皮途中で力つきそのまま死んでしまった個体

や子嚢菌が付着しセミタケとなった冬虫夏草もい

くつか見られ， 自然の
“

厳し さ
”

を感じることも

できた調査であった。

•宮原望(1995)セミのぬけがら調べ， 第3 9回児

童生徒理科研究発表要録， 刈谷市教委；21~22P

•宮武頼夫(1992)検索入門セミ・ バッタ， 保育

社；7~45P

・林弥栄（1985)日本の樹 木， 山と渓谷社；

752PP

・盛口満(1996)冬虫夏草を探しに行こう， 日経

サイエソス社；174PP

スナサビキコリの愛知県の記録
（コメッキムシ科）

スナサピキコ リMer15thus (SulCl切erus)

niponens1s Lewisは， G. Lewisが1881年9月に

新潟で数頭の成虫を採集し， 1894年に新種として

記載した体長4~ 5mm内外の黒褐色をした種で

ある。

原記載では， 本種は海辺近くの砂丘などに生息

していることが記されている。原記載以降， 本種

は北は青森県から南は九州に至る各地で見出され

ており， 離島では五島列島や平戸島などからも知

られている。馬場(1981)による新潟県での観察

では， 成虫は 5月上旬頃から7月下旬頃にかけて

発生し， 砂丘適応性であるが燈火にも集まると述

ペている。また， 黒田(1995)は， 徳島県で黒砂

糖＋カルビス＋氷酢酸の混合液に本種が多く入っ

たことを報告しており， 大塚(1996)は熊本県で

鶏肉トラップに入ったことを記録している。

筆者は会員で岡崎市在住の城殿浩氏から， 豊橋

図1スナサビキコリの成虫

愛知県での分布の概要

大 平 仁 夫

市細谷の海浜で得られ

た1 個体（図1 )を送っ

ていただいたので， こ

の機会に愛知県での分

布 記録などについて若

干の説明をすることに

した。ここに標本を送っ

て頂いた城殿氏に心か

ら御礼を申し上げる。

愛知県に今まで知られている分布は図示（図2 )

したようである。これらの記録は以下の報告の中

に残されている。

1. 大平仁夫(1952)Mensthus njpponensjs

Lewis 愛知県下で採集。幼虫，（4·5 ):11.

種名のnjpponens.んはn1ponens.んの誤記。碧南
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プによる採集ではよく見出せるようである。本種

は海浜性のコメッキムシ類の代表種のように思わ

れており， 長谷川・蟹江(1992)の報告でも員性

海岸性種にラ ‘ノクされているが， 砂地のある内陸

部の河川敷でも採集されているので， 実際にはか

なり広範囲に分布しているように思われる。しか

し， 乾燥した砂丘や海岸周辺の砂地帯は， 本種の

生息環境として適した湯所であると云える。砂地

に適応した肢の爪周辺の構造は大平(1993)に紹

介したが， 乾燥に耐える生理的な構造については

全くわかっていない。

本文中で示せなかった引用文献は下記のとおり

オオムラサキ越冬幼虫の体長についてのメモ

オオムラサキSasakia charonda Hewitsonの

越冬について， 伊奈(1996)によれば， 「・・・・・・・・・

暖地では5 令， 寒冷地では4令の形態をとる。」

とされ， 「•…••中部地区のものは5 令と4令で越

冬するものが混生している。」とされている。また，

森(1975)によれば， これらの令数の異なる越冬

幼虫は， 形態的には体長が異なることを指摘して

いる。

筆者は1995年12月から1996年 1 月の間， 西三河

地方において採集した本種の越冬幼虫の体長（角

状突起～尾端）の計測をこころみたのでメモとし

て報告する。 なお， 計測はノギスを用いた。

産地と計測した越冬幼虫の数は， 表のとおりで

ある。すべて， エノキ類の樹下から採集した。

産 地

岡崎市桑原町

岡崎市奥殿町

豊田市松平町

豊田市大内町

東加茂郡下山村野原野原川

東加茂郡下山村花沢牛金

個体数

1 9 

1 5 

， 

1 0 

1 9 

3 4 

【表：産地と計測した越冬幼虫の個体数】

各地点の体長の計測値をもとに， その組成をヒ

ストグラムに表した（グラフ）。これらを見るか

である。

1 )馬場金太郎(19 81)新潟県におけるコメッ

キム 、ン科昆虫の分布と季節消長について。越佐昆

虫同好会々報， （5 1) :37~48. 

2 )大平仁夫(1993)スナサピキコリの砂適応

の形態。甲虫ニュ ー ス， （ 103) : 6. 

3 )黒田裕次(1995)ピットフォ ー ルトラップ

によるコメッキム 、ン類の採集記録。徳島昆虫，

(7 ) : 2 3~25. 

4)大塚 勲（ 1996)熊本県のコメッキムシに関

する資料(6)。熊本昆虫同好会報， 41 (3 ):1~6. 

戸汲I償体数）口二

13 

n•15 岡崎市臭尉町

13
 

口
13 

口

13 

n•34 

14 

●田市松平町

14 

15 16 
体長 (..,) 

15 

小 鹿 亨

17 18 

14 15 16 17 18 

l l l 三
14 15 16 17 

Eニコ
18 

●田市大内町

I I □□ 
13 14 15 16 

1 1 | 

17 

16 17 

東加茂郡下山村花沢牛金

18 

18 

13 14 15 16 17 18 

【グラフ：オオムラサキ越冬幼虫の体長分布］
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ぎり，体長は連続した値をとっている場合が多く，

文献にあるような数値(5令が14~16mm, 4令

が1 2~14mmとされる）を境界として，越冬幼虫

の令段階を判別することは必ずしも容易ではない

場合が多い。そのうえサ ‘ノプル数も少ないが， 多

少なりとも考察をしてみたい。

グラフの全体的な形状は， 大内町・奥殿町・桑

原町・松平町では似た形になり， これらの産地の

グラフでは，体長14~16mmの間にモ ー ドがある。

前述の体長と令数の関係をあてはめると，これら

の産地ではほとんどが5令越冬となる。

しかしながら，下山村の牛金や野原川で体長

14mmを下回る幼虫が発見され，特に牛金は明ら

かに小さな幼虫を主体とした固体群である。 ここ

では1 3.5~14mmと14.5~15mmにモ ー ドが見ら

れる。前者が4令，後者が5令越冬幼虫を示して

いるものと思われ。仮に14mm以下を4令として

扱うと，実に35. 5％が4令越冬幼虫ということ

になる。

また， 他の5 産地では体長14~16mmの山から

やや独立して，17 mmを越えたあたりに小さな山

が出現した。 これが単に成長の速い5令越冬幼虫

【計 測 部］

を示しているものなのか，あるいは本種は飼育条

件下では，稀に6令越冬幼虫が出現することが報

告されている。 これらのヒストグラムの山から，

そのまま自然条件下の6令越冬という単純な結論

を導き出すわけにはいかないが， 当地方のオオム

ラサキの越冬生態を考えるうえで興味深い。

引用文献

伊奈絋（1996) 設楽町のオオムラサキ，設楽町誌

．ー自然編 一本文編

森一彦(1975) オオムラサ キの生態と飼育，

グリ ー ソプックス，15（ニュ ー・ サイエ ‘ノス社）

オサムシの2種の採集記録

1 クロナガオサムシ Leptocarabus proserulus 

(Chaudoir) 

クロナガオサムシは県内の山問部を中心に記録

があるが，筆者は三河平野部の河川敷で本種を採

集しているので，記録として報告する。

（データ〉豊田市畝部東町天神

1 3_vm_1996 1 3 

6 ~21-x-1996 7夕98 9 9 

採集した場所は， 岡崎市との境に近い矢作川河

川敷の西岸で，竹林やハリエ ‘ノジュの疎林である。

いずれも，プラスチックコップ（誘引物質は食酢）

のペイト・トラップに落ちたもの。

2 ヤマトオサムシCarabus yamato (Nakane) 

（デー タ〉南設楽郡作手村保永

小 鹿 亨

安城市作手高原野外セ ‘ノタ ー

1 1 ~15-Vl-1996 20ex. 

作手村保永の滝付近の林道

24-VIIl-1996 1 ri!

6月の採集場所はスギ・ヒノキの植林地で，筆

者の勤務する小学校の5年生のキャソプに引率者

として参加した間に，児童とともにしかけたベイ

ト・トラップの中に落ちたものである。 8 月の記

録は，上記キャソプ場の近くにある林道を歩いて

いる個体を捕獲した。

本種の愛知県内の記録は， 大平先生が本宮山の

西側の額田町雨山で採集された記録が，県内での

最も南の記録であるが，今回の採集場所も緯度的

にはかなり近いものである。

し

しノ
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文献

大乎仁夫(1993) 変わりつつある地域の昆虫相(rr)

三河の野性動物（ 2 ) : 30~32. 

ツマグロヒョウモンの記録

1 ツマグロヒ ョウモ ‘ノを以下のように記録して

いるので報告する。

（データ〉 29-VII -1996 1 <1'目撃

愛知県愛知郡東郷町愛知県

教育セ ‘ノタ ー 敷地内

小 鹿 亨

《デー タ〉 12-X-1996 1 さ

愛知県岡崎市八ツ木町

愛知県でヤマトケシマグソコガネを採集

城 殿 浩

筆者は， 愛知県内では未記録と思われるヤマト 2ex. ” II 高州町 31. III. 1996 

ケシマグ ‘ノコガネ Psammdius japonicusを得

たので報告する。

（調査標本）

5ex. 愛知県豊橋市細谷町 20. V. 1995

参考文献

松野更ー他 (1990) 愛知県のコガネムシ類， 愛

知県の昆虫（上） ： 339~361（愛知県）

ウバタマコメッキのミニ個体

大 平 仁 夫

ウバタマコメッキC乃ptalaus berus (Candeze)

は、本州から琉球を経て台湾に分布し、小笠原諸

島からも知られている。離島では隠岐島、対馬、

五島列島、伊豆諸島にも分布、コメッキム ヽン類の

中では、最も普通種である。

幼虫は松の枯木（比較的新しい朽木）の樹皮下

に入り、そこにいるカミキリム 、ンやゾウム 、ンなど

の幼虫や蛹を捕食する食肉性である。 琉球あたり

ではリュウキュウマツに入ると思われる。しかし、

この普通種は、三河地方では松枯れのためか、最

近ではあまりみかけなくなっていて、 いずれ珍種

の中間入りをするのではないかと思っている。

食肉性の昆虫は、幼虫時代の栄養のために成虫

の大きさに大小が生じやすいが、ここに示した標

本（写真右）は、山崎隆弘氏が豊川市千両町で見

出された雄 (6 .V.1993) で ，体長はわずか16mmし

かない。 比較のために、渥美半島伊良湖で山崎氏

が採集（17.V.1979) された雌（写真左）を示し

た。 これは、 体長27mmあって標準的な大きさであ

るから、 いかに小形であるかがわかる。 ウバタマ

コメッキでは最大でも体長は30mm くらいまで、私

の今までの採集品では体長20mmというのが最小で
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あった。 この標本は触角や肢、体の各部や交尾器

も完全に揃っており、 どうしてこのような超ミニ 

の個体が出現したのか大変興味のあることである。

この地方でよく見出されるシリプトヒラタコメッ

キEanoides puerilis (Candらze,1873)も体の大

きさに変異があるが、 この原因についてもまだ わ
＇

かっていない。 しかし、 ここに示したウバタマコ

メッキのミニ個体は、 これとは別の要因と思われ

る。

終りに、 このミニ標本を提供していただいた三

河昆虫研究会の山崎隆弘氏に心から御礼を申し上

げる。

＝三河昆虫研究会の総会＝

1995年度の三河昆虫研究会の総会は， 1996年2

月25日に岡崎市明大寺町の竜美丘会館で開かれま

した。参加者は3 0名（受付名簿による）に上り，

現在の会員数は40 名少しですので， 会員数の約 8

割の方が出席されたことになります。 このように

出席率の高い総会を毎回持てることは， この会が

如何に会員相互のきづなが強いかを示しています。

それに代って， 会紙などの発行はあまり活発で

はありませんが， 毎号質の高い報告が行われてい

て， 今ではこの地方の昆虫を調べるには欠かせな

い会紙になっています。 これからは， 会紙の内容

をさらに充実させたものにして行きたいと思いま

す。 今後ともよろしくご支援をお願いします。

（大乎 記）

三河昆虫研究会の総会(1996年2月25日）




